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 「国際モダンホスピタルショウ 2023」にて、 

医師の働き方改革に資するMighty QUBE Hybridの展示デモを実施 

 

株式会社 Ubicom ホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役社⾧：青木 正之、証券コード： 

3937、以下「当社」）のメディカル子会社である、株式会社エーアイエス（本社：東京都千代田区、取締役 

社⾧：上野 直）は、2023 年７月 12 日（水）～14 日（金）にかけて東京ビッグサイトで開催された「国 

際モダンホスピタルショウ 2023」に出展いたしました。 

 

 同展示会では、日本全国19,000軒を超える医療機関ユーザー様の声と、当社グループの技術力を集結した、

2024 年４月から適用となる医師の働き改革に資するAI推測エンジンを搭載した『MightyQube®Hybrid』、

及びAI検知を搭載したレセプト点検ソフト『MightyChecker®EX』のデモンストレーションを行い、大きな

反響を頂きました。 

 

当社グループは、昨今の「レセプト審査の厳格化」や「働き方改革」などの社会ニーズをいち早く捉

え、リーディングカンパニーとして先進技術を活用した社会課題解決ソリューションを提供するととも

に、サブスクリプションモデルの積み上げによる収益力アップを加速的に実現してまいります。 

 

        
  



『弊社出展ブース来場者のお声』 

病院 院⾧  

「連絡のうえ商談に来てください」 

病院 医師 

「この会場に来て一番の収穫でした」 

病院 事務局次⾧ 

「悪いところが無いですね」 

代理店 

「合理化で、医事職員を減らせられる」 

 70件以上の商談依頼を頂き、大好評にて終了となりました。 

 

『MightyQube®Hybrid』 

クラウド型・オンプレミス型、何れの電子カルテシステムにも搭載可能な、高度技術を搭載したハイエン

ドリアルタイムチェックソリューションとなります。 

診察時、電子カルテへのオーダー入力の際、その入力内容を瞬時にチェックし、患者に対する処方量やア

レルギー等の点検による医療安全効果、AIによる必要病名の表示など、医師の事務時間の短縮化を実現し

ます。 

2024年4月開始の医師の働き方改革にも確実に効果を発揮し、医師はもちろん、医事課職員の労力を半減

化することも可能となります。 

医師の疲弊や人材不足の昨今、医療機関経営のニーズが高まり本格受注が始まっております。 

 

『MightyChecker®EX』 

全国19,000軒以上の医療機関様のニーズに応え、「マルチレセプト表示」「点検ポイント表示」「付箋ス

テータス機能」の３大機能を有し、さらに今後の医療機関経営を左右する、レセプト収益に関する「点検

結果分析」「査定返戻分析」を搭載した当社レセプト点検ソフトのフラッグシップモデルとなります。 

既に、全国の大学病院、民間病院、診療所まで多くの医療機関に活用いただいている実績がございます。 

 

＜Ubicom ホールディングスについて＞ 

当社は、時代の先を見据え、医療等の社会課題の解決に資する IT ソリューションを創造する、唯一無 

二のビジネスイノベーションカンパニーであり続けることを経営理念に掲げ、戦略市場と位置付ける、主 

に医療・金融/公共・自動車・製造/ロボティクス等の領域の DX（デジタルトランスフォーメーション）と 

高付加価値 IT 人材の育成を推進しています。 

また、昨今においては「Ubicom グループの第２成⾧フェーズ」の推進に向けて、１）成⾧企業やリー 

ディングカンパニーとの戦略的提携、出資、M&A 等を通じて事業成⾧を加速化する Win-Win インベスト

メントモデルの推進、２）次世代を見据えた新規事業開発、そして３）プラットフォームビジネス等の新た 

な SaaS/リカーリング型の収益性の高いマネタイズモデルの加速度的な積み上げに向けて、グローバル目 

線で取り組んでおります。 

以 上 


